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令和元年度事業・収支報告について（案） 

 

令和２年３月 30 日 

全国農業再生推進機構 

 

Ⅰ．令和元年度事業報告 

１．実需者と産地とのマッチング支援 

（１）「米マッチングフェア 2019」の開催 

令和元年度米穀周年供給・需要拡大支援事業のうち業務用米等の安定

取引拡大支援（以下、周年事業という）を活用し、生産者・ＪＡ等と広

域で活動する実需者、地域で活動する実需者の双方を対象とした展示商

談会・セミナー・現地交流会の取り組み（米マッチングイベント 2019）

を以下のとおり開催した。 

また、米マッチングイベント 2019 の産地向けの募集説明会を以下のと

おり、全国８箇所で実施した。 

 

  ＜米マッチングフェア 2019概要＞ 

【大阪会場】 

① 日時：令和元年８月 22日(木)～23日（金） 

      令和２年 1月 30日（木）～31日（金） 

② 場所：新大阪ワシントンホテルプラザ（大阪府大阪市淀川区西中島 

5-5-15） 

③ 開催概要： 

 令和元年８月 令和２年１月 

展示商談会 出展団体：13団体 

来場者 ：のべ 70名 

出展団体：16団体 

来場者 ：のべ 90名 

セミナー 来場者 ：のべ 80名 来場者 ：のべ 80名 

 

【東京会場】 

① 日時：令和元年９月 11日(水)～12日（木） 

      令和２年２月 12日(水)～13日（木） 

② 場所：ホテルイースト 21東京（東京都江東区東陽 6‐3‐3） 

ホテルグランドパレス（東京都千代田区飯田橋 1-1-1） 
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③ 開催概要： 

 令和元年９月 令和２年２月 

展示商談会 出展団体：20団体 

来場者 ：のべ 126名 

出展団体：26団体 

来場者 ：のべ 155名 

セミナー 来場者 ：のべ 140名 来場者 ：のべ 150名 

【セミナー（東京会場）の様子】               【展示商談会（東京会場）の様子】 

       

 

 

 

 

 

         

 【現地交流会】 

① 期日 ：令和２年２月 14日（金） 

② 視察先：（株）柏染谷農場、農産物直売所「かしわで」、 

有限会社シャリー 

③ 参加者：16名 

  

＜産地向け事前説明会＞ 

日にち 場所 日にち 場所 

６月 10日(月) 

福岡 

TKPガーデンシティ博多新

幹線口 

６月 20日(木) 

仙台 

TKP仙台カンファレンスセン

ター 

６月 13日(木) 

岡山 

TKPガーデンシティ岡山 ６月 24日(月) 

札幌 

TKP札幌ホワイトビルカンフ

ァレンスセンター 

６月 14日(金) 

大阪 

TKPガーデンシティ東梅田 ６月 27日(木) 

東京 

TKP東京駅日本橋カンファレ

ンスセンター 

６月 18日（火） 

名古屋 

TKPガーデンシティ PREMIUM

名古屋新幹線口 

７月２日(火) 

富山 

TKPレクトーレとやま自遊館 

 

 ＜チラシ・新聞報道等＞ 

 【米マッチングフェア 2019ポスター】         【日本農業新聞（令和２年１月 31日付）】 
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（２）「お米マッチングフェア 2019」の開催 

日本米穀小売商業組合連合会と共同で、周年事業を活用して、お米マ

イスターを通じた生産者・ＪＡ等と地域で活動する実需者とのパイプづ

くりを目的に、商談会・セミナーの取り組み（お米マッチングフェア 2019）

を開催した（12 月１日（日）：東京、２月２日（日）：大阪）。 

また、昨年に引き続き、お米情報の発信ツールとして、Rice Matching 

Presentation（http://www.rice-match.net/）を開設した。 

 東京会場 

【東京ガーデンパレス】 

大阪会場 

【新大阪ワシントンプラザ】 

商談会・セ

ミナー 

出展団体：34団体 

来場者 ：259名 

出展団体：25団体 

来場者 ：201名 

 

（３）ミニ商談会の開催 

 今年度初めての試みとして、県単位で、実需者が当該県域の生産者やＪＡ等

に対して、「実需者が求めるコメ」について講演を行い、需要に応じた生産を

促す取り組みを、８月に福島県にて、２月に三重県にて実施した。 

福島 三重 

出席者（生産者・ＪＡ関係者等）：143名 出席者（生産者・ＪＡ関係者等）：56名 

 

 

（４）主な成果と今後の課題 

「成約済みもしくは商談中」の件数が前年度比で 104 件増加した。また、

来場した実需者の半数以上が元年産米の契約栽培に取り組んでいるなど、4

割に満たなかった過去２年間と比べると、来場者の質も高まっており、本取

り組みがマッチングの場として機能しつつある。 

  今後の課題としては、以下のことが挙げられる。 

  ① 今年度の開催時期は、夏・冬での開催となったが、東京オリンピッ

ク・パラリンピックを控えているなかでは、産地側・実需者側双方に

とってより効果的な開催に向けた検討が必要である。 

② 昨年度の課題としていた新規出展者の確保に成功したが、昨今の需

給状況をふまえると、引き続き新規出展者を確保することが重要であ

る。 

③ 新たな試みとして有名シェフが開発したメニューの試食コーナー

を設けたところ、実需者含め、来場者からは大変好評であった。この

ため、このような集客が期待できる新たな取り組みを検討する必要が

ある。  

 

http://www.rice-match.net/
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２．需要に応じた生産にむけたフォーラムの開催 

会員および都道府県・地域再生協議会との連携を図る初めての取り組みと

してＪＡグループとの共催で「需要に応じた生産に向けた全国フォーラム」

を 2月 14日に東京で開催した。 

 当日は、農水省より「米をめぐる状況について」、全国組織の会員団体で

ある日本べんとう振興協会の会員の㈱武蔵野ホールディングスより「実需者

の求める米について」、ＪＡ全中より「需要に応じた生産の必要性について」

それぞれ説明が行われ、情報共有等をはかった。  

 

       【フォーラムの様子】                          【フォーラムの様子】 

 

 

 

 

 

    

    【フォーラムにかかる報道（日本農業新聞２月 15日）】    
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３．情報共有および主体的な取組の促進 

  全国農業再生推進機構のホームページ（http://www.zenkokusoshiki.jp/）

により、米マッチングフェアや Rice Matching Presentation に関する情

報を共有することにより、需要に応じた取り組みにむけた取り組みの促進

を図った。 

【全国農業再生推進機構ホームページ】 

 

４．会員間の情報交換・意見交換 

  必要に応じて情報交換を行うとともに「需要に応じた生産に向けた全国

フォーラム」の企画にあたっては、生産サイドと実需サイドの双方にとっ

て有益となるよう幹事団体と意見交換を行った。 

 

Ⅱ．令和元年度収支報告 

令和元年度収支については、Ⅰの１．の事業で、農林水産省から補助金

80,000,000 円の交付を受け、その範囲内で事業を実施した。事業完了後、

事業実施にかかる精算額 72,534,834 円を、農林水産省に対し交付請求を

している。 

なお、Ⅰの１．の事業以外については、全国組織として収支予算上、経

費等は発生していない。また、事務局にかかる人員・経費ついては、事務

局を担当するＪＡ全中にて対応した。 

以 上 

 

http://www.zenkokusoshiki.jp/

